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あおなみ-Blue Wave-      学校ホームページはこちらから→ 

なんとかなる 

 困った時や行き詰まった時に「なんとかなるさ」と肚を括ることがありま

す。これは、事案に対して「やれることはやった。後の結果は自分の力が及

ばないところのこと。出た結果で良しとしよう」ということだと理解してい

ます。決して「準備もしていない。努力もしていない。でもきっと自分の望

む結果が出るだろう」ということではないかと思います。 

 時には何もしていなくてもうまく事が運ぶこともあります。しかし、それ

は偶然の産物です。偶然をあてにして努力を怠るのは自らの成長を手放して

いるのと同じようなことではないかなと思います。 

 『勝ちに不思議の勝ちあり 負けに不思議の負けなし』という言葉があり

ます。勝つ（うまくいく）時は理由がはっきりしなくても勝つ（うまくいく）

ことあるが、負ける（うまくいかない）時は何かしらの理由があるというこ

とだそうです。 

 子どもたちは、成長の過程でつまずいたり、壁にあたったり、迷ったりす

るといううまくいかないことがあります。そのような時に「何とかなるさ」

と楽観的に構えすぎると、つまずきの理由を解消しないままにしてしまう懸

念を感じます。 

 『過ちを改めざる、これを過ちという』格言もあります。間違ったことを

間違ったままにしておくことこそが間違いであるということです。間違った

ままで「なんとかなる」は成り立たないと思います。 


